
NECO-ASOVI構想
Networked ECOsystem for Agentic AI SOVereign, In vitro

＝エージェント型AI主権のためのネットワーク型エコシステム

AIカンブリア爆発前夜。世界平和を本気で取りに⾏く。

AI爆発で⽣まれる莫⼤なお⾦を、⼈々にダイレクトに流すソリューションを実装する。



プロローグ



皆様は、今から10年後、
2030年代は、

どんな社会になっていると思いますか?























コペルニクス的転回

コペルニクスが、天動説が主流の時期に地動説を唱えた時のように、
物事の⾒⽅が180度変わってしまうことはいつの時代にも訪れます。
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 第1幕 

この際、マジで取りに⾏く。

俺の世界平和に対する本気。



政治で実現すべき未来があるからこそ

私は、政治で実現すべき未来があるからこそ、今このタイミングで、
AIの新しい時代に対して、社会実装の側から起案しなければならない
と思っています。



 第2幕 

本当の脅威 ―
AIカンブリア爆発

DeepSeekショック。Mythosのサイバー危機。
― あれは本番ではない。序章です。





DeepSeekショックも
Mythosのサイバー危機も、

2023年にはわかってたこと。

AIカンブリア爆発と⾃⼰増殖

Phase 1

単体AI
（⼈間が作る）

Phase 2

AI群
（連携‧拡張）

Phase 3

⾃⼰増殖する
AI⽣態系

（発⽣する）



Mythos は『作られた』もの。
これからのAIは『発⽣する』。



『発⽣器』は『エコシステム』
と呼ばれている。

本当に取られてはいけないのは、AIそのものではない。
AIが発⽣する畑、AIが育つ⼟壌。



本当の意味で国防的に1000倍ヤバくなるのは、
AI⽣態系を他国に握られちゃった時だよ。

マジで。



2つのソブリンAI

「モデルを作る」ソブリンAI と 「エコシステムを作る」ソブリンAI

「モデルを作る」
ソブリンAI

単体のAIモデルを
国産化するアプローチ

• 特定のAIモデルを開発
• 技術的な⾃⽴を⽬指す
• モデル単位での管理

「エコシステムを作る」
ソブリンAI

AIが発⽣する⼟壌そのもの
を握るアプローチ

• AI⽣態系全体を構築
• 発⽣環境の主導権を握る
• エコシステムレベルの管理

VS



AI収益権の⼤衆分散装置

最⼤

25.6兆ドル
（約4,000兆円）

AIが⽣む
潜在的経済効果

約

111兆ドル
（約1京7,500兆円）

世界全体の
GDP合計

最⼤

45.3兆円

2035年の
デジタル⾚字



 本当に重要なのは、その中から⽣まれる
 収益権、利益、知的資産の流れを、

誰が設計するのか。



AIが⽣み出す収益権は、今のところ
本質的には『法の外』にある。

資本主義空間の中にむき出しで置かれている ∕
まだ制度の名前が付いていない、未定義の領域。





AIが⽣み出す莫⼤なお⾦を、
⼤衆分散するための装置を、本気でつくりたい。

AI収益権の⼤衆分散装置



政治の再分配だけでは実現できない

これは政治の再分配だけで実現できるものではありません。

AI爆発で⽣まれる莫⼤なお⾦を、社会の中へ流し直すソリューションをつくり、

公益資本主義を、⺠間側から体現する。



ムハマド‧ユヌスがグラミン銀⾏を創設し、
マイクロクレジット（無担保⼩額融資）で

従来の銀⾏から融資を受けられない
最貧困層のこどもや⼥性に

⾃⽴するための資⾦を届けたように、
私はAI主権を⼈々に届け、

お⾦やチャンスが⾏き届いていない⼈に
決定権を届ける。



 第5幕 

なぜ私か ― 個⼈史

私の出発点は、貧しさと暴⼒の近くにありました。
私は、貧しさと暴⼒の連鎖を、遠くの社会問題としてではな
く、⾃分の肌で感じてきました。



第5幕

やりきれなかった3つの想い

①
⼦ども⼀⼈
1,000万円

⽣まれた家庭の経済状況で、⼦ども
の⼈⽣が決まりすぎる社会を変えた
い。⼦どもたちに、⼈⽣の最初か
ら、もっと分厚いチャンスを渡した
い。

②
インターネット
投票

投票所に⾏ける⼈だけが政治に参加
できる社会ではなく、海外にいる
⼈、障がいのある⼈、⼦育てや介護
で外に出にくい⼈も、当たり前に⼀
票を投じられる社会にしたい。

③
18歳
被選挙権

若い⼈が、ただ意⾒を聞かれるだけ
の存在ではなく、⾃分たちの決定権
で政治に挑戦できる社会にしたい。



政治の思想を、AI時代の社会実装として

政治で掲げてきたこの思想を、AI時代の社会実装として、

もう⼀度設計し直しているのです。



誰かの『得意なこと』が、誰かの『困っていること』
を助ける。

猫の⼿でも借りたいあなたへ、AIの⼿を届ける。

だから、NECO-ASOVI
Networked ECOsystem for Agentic AI SOVereign, In vitro

＝ エージェント型AI主権のためのネットワーク型エコシステム です。



2026年は、その発⽣器が
現実化する分岐点です。



AI爆発で⽣まれる莫⼤なお⾦を、
 ⼈々にダイレクトに流し込むための

 
 AI収益権の⼤衆分散装置 

整流器を本気でつくりたい。 



これが、私の世界平和です。

1 貧困にダイレクトにアプローチする

▼

2 貧困が薄くなれば、追い詰められる⼈が減る

▼

3 追い詰められる⼈が減れば、暴⼒に向かう動機も薄くなる

▼

4 暴⼒に向かう動機が薄くなれば、世界は少しずつ平和に近づく

これが、今の私にできる世界平和です。



誰がやってもいいってもんじゃない。

全実装の設計図も⼈も⽤意してある。

私が取りに⾏きたいのは、AIそのものではありません。AIが⽣む富の流れです。



この際、マジで取りに⾏く。俺の世界平和に対する本気。

◆あなたの知恵を。

◆あなたの経験を。

◆あなたの技術を。

◆あなたの⼈脈を。

◆そして、未来を⼀緒につくる覚悟を。

AIが発⽣する時代に、世界平和を実装する。その最初の⼀歩を、ここから始めたい。



「⼈が想像できることは、
⼈が必ず実現できる」

SFの⽗‧ジュール‧ヴェルヌ







たった⼀度の⼈⽣

⽣まれ⽅は選べない

でも⽣き⽅と後世に繋ぐものは

私たち⾃⾝が選択することができる



未来の〝スタンダード〟を創ろう 



Think Different

異端であれ


